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ふ
る
郷
の
梨
の
古
樹
を
撫
で
て
見
つ

　
を
さ
な
き
わ
れ
と
逢
ふ
こ
こ
ち
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

鈴
輝
國
で
竹
刀

き
ば
き
庵
援
露

　
七
月
十
＝
一
日
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
冠

月
館
の
子
供
達
が
養
護
老
人
ホ
ー
ム

鈴
峰
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
前
日
ま
で
樒

雨
の
影
響
で
雨
が
降
り
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
日
は
朝
か
ら
ま
ぶ
し
い

太
陽
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
久
し
ぶ
り
の

お
天
気
。
中
庭
と
ホ
ー
ム
の
集
会
室
で

お
じ
い
ち
や
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
（
七
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　
’
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「町報とうこう」は再生紙を使用しています



　　　　　　　　　1遡ど枇り
　　　　　　轍8こ●’う②

第3次東郷町総合長期

住みやすく魅力

｠敵れるまち
　．呼　［

]　　　　　　　　　　ワ

@：

二二で生きがい

@のあるまち

2
1
世
紀
に
は
ば
た
く
牧
水
の
’
3
、
る
さ
と
つ
く
り

／：

蓬かな麟と文化

@を育むまぢ

A｝　「

@　　伊　障

懸造力と活力鑓

@満3たまち

@　　　：ζ「

@　ノ
機能飽で人に．

竄ｳしいまち1

良質な住宅・宅地の供給　「

良質で安定した水資葵の馨保

集落排水・合併処理馴ヒ槽の整備

緑豊かな公園・緑地の整備

安心して暮らせる消防・防災対策

交通安全・防犯対策の充実

食品衛生・環境衛生の充実

自然環境と共生するまち

廃棄物対策の充実

顧で螂と凝り絹平・
生きがいのある長寿社会の実現

次代を担う懸盤の焦
心の通いあう福耳め準i聴

社会保障D墜轡
講禰と遊麺か達四三前鮪

建干学習の推進

擁「ツ少クリエーシヨン醐の顧

計画内容の公表
　平成9年3月に、平成9年度を初年度とし、平成18年度を目標年次とする第3次東郷町総

合長期計画を策定しました。

　町民の一人ひとりが、ふるさと東郷町に誇りをもち、躍進への自信と希望を持って、21世

紀を迎えるために、これからの10年間にわたって東郷町が目標とする将来像を「21世紀には

ばたく牧水の鍾融づ釧と設定し・これ螺現していくため・人々の暮らしの視点に

立って・5？嘩本聯こ沿った町づくりを逢μ隔離

　　　　　　のみし　セ　け　げ

議鑑「耐、一五
　蔑卿脇ダ　’撚紹・

網
謎
謎

　〈保健・福祉〉∴
快適で生きがいのあるまち

　　・鯨・翻のまち
・生き懸齢のある長寿社会

　　・福祉宗ランティァ、∴、＿

　　〈教育文化〉
豊かな心と文化を育むまち

　　・生涯学習の推進
・創造性豊かな人材の育成

　・香り高い文化の高揚

芸術・文化の振興

町民文化の創造と文燭鱒

　　　　　　　　　灘国際化の推進と国際

人材育成の推進　∫

＿＿錨
商業・サービス業の顯

脚鵬型の工業の搬

騨隅隅
魅力あ多塗多な謬の形瑛

機能㌍なま夢㌃「

早馬轡獅

鯵 　　〈産業経済〉

創造力と活力に満ちたまち

　　・農林業の活性化
　　　・後継者の育成

　・贈観光資源の整備・開発

　　〈生活基盤〉
機能的で人にやさしいまち．

　　・生活道路網の整備

　　・まちなみの整備
・高度情報化時代への対応

’東郷町の将来像

「21世紀にはばたく

　　　　　牧水のふるさとづくり」

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14｝まで〉
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平
成
九
年
度

国
民
健
康
保
険
税
率
決
ま
る

　
六
月
の
定
例
議
会
で
、
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
が
可
決
さ
れ
、
平
成
九
年
度
保
険

税
率
が
次
の
表
の
と
お
り
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
改
正
さ
れ
た
税
率
で
課
税
し

た
場
合
、
お
よ
そ
一
人
当
た
り
の
税

額
は
五
万
一
千
三
百
円
、
】
世
帯
当

た
り
の
税
額
は
十
】
万
五
千
九
百
円

と
な
り
ま
す
。

資産割35．8％

平等割23，000円

所得割6．00％

均等割22，900円

八
年
度
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
？

　
東
郷
町
国
保
の
平
成
八
年
度
の
一

人
当
た
り
の
医
療
費
は
三
十
四
万
九

千
二
百
円
で
、
平
成
七
年
度
と
比
べ

一
万
八
千
円
、
五
・
四
％
伸
び
て
い

ま
す
。

　
内
容
で
み
る
と
一
般
被
保
険
者
で

は
二
十
　
万
円
（
対
前
年
度
比
一
・

九
％
減
）
、
退
職
被
保
険
者
は
三
十
七

万
二
千
円
（
対
前
年
度
比
三
十
】
％

区　分 説　　　　明
税　　　率

9年度 8年度

①所得割
加入者の所得に応じて計算

ｳれる
6．00％ 5．95％

②資産割
加入者の固定資産税額に応

ｶて計算される
35．80％ 35．80％

③均等割
世帯の加入者に応じて計算

ｳれる
22，900円 22，800円

④平等割 」世帯いくらと計算される 23，000円 22，900円

①＋②＋③＋④＝1年間の保険税。ただし、合計金額が

53万円をこえるときは53万円になります。

増
）
、
老
人
医
療
六
十
六
万
六
千
円

（
対
前
年
度
比
二
・
五
％
増
）
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
一
般
被
保
険
者
に
は

七
割
を
、
退
職
被
保
険
者
に
は
本
人

の
入
院
及
び
入
院
外
と
家
族
入
院
を

八
割
、
家
族
入
院
外
を
七
割
、
老
人
分

に
つ
い
て
は
老
人
拠
出
金
と
し
て
本

町
の
国
保
会
計
か
ら
支
払
い
を
し
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

税
は
、
国
な
ど
の
補
助
金
と
と
も
に
、

医
療
費
な
ど
の
給
付
の
費
用
に
充
て

ら
れ
、
国
保
の
重
要
な
財
源
と
な
り

ま
す
。

　
み
ん
な
が
公
平
に
負
担
し
、
国
保

事
業
が
健
全
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
、

保
険
税
は
必
ず
期
日
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

医
療
費
を
減
ら
す
た
め
の

　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
重
複
受
診
は
や
め
よ
う
。

・
検
査
、
処
置
、
注
射
、
投
薬
な
ど
を

最
初
か
ら
や
り
直
す
た
め
医
療
費
の

無
駄
遣
い
に
な
り
ま
す
。

②
診
療
時
間
内
の
受
診
を
心
が
け

る
。・

急
患
の
場
合
は
と
も
か
く
と
し

て
、
時
間
外
は
加
算
料
金
と
な
り
ま

す
し
、
お
医
者
さ
ん
の
負
担
に
も
な

り
ま
す
。

③
薬
ね
だ
り
は
や
め
よ
う
。

・
や
た
ら
に
ね
だ
る
、
指
示
ど
お
り

飲
ま
な
い
な
ど
医
療
費
の
無
駄
遣
い

に
な
り
ま
す
。

④
家
庭
医
を
持
と
う
。

・
病
歴
や
体
質
な
ど
を
把
握
し
て
く

れ
て
い
る
の
で
治
療
効
果
も
上
が
り

ま
す
。

⑤
早
期
発
見
・
早
期
治
療
。

・
や
た
ら
に
診
て
も
ら
う
の
も
考
え

一人当たりの医療費の推移（東郷町国保）

も
の
で
す
が
、
普
段
と
様
子
が
違
っ

た
ら
早
め
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

⑥
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
よ

う
。・

健
康
診
断
は
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
と
と
も
に
健
康
管
理
に
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

⑦
毎
日
の
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
よ

う
。・

食
事
、
睡
眠
、
運
動
な
ど
日
常
生
活

を
規
則
正
し
く
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

万円

■一般

｠退職

□老人

｠全体
649，804円

666，307円

60

578，061円

50

40

372，595円

30 292，255円

300，467円

284，368円

331，270円
349，236円

20
199，002円

214，987円
210，827円

H8H7H6

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

　　　　　　　　⑤蠣どうご’り

平
成
9
年
度

　
六
月
に
は
め
ず
ら
し
い
台
風
が
襲

来
し
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
夏
の
消

防
操
法
大
会
で
し
た
が
、
当
日
（
6
月

29

冝
j
は
、
か
ら
り
と
晴
れ
上
が
り
、

絶
好
り
・
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
会
場

と
な
っ
た
牧
水
公
園
に
消
防
団
員
約

励
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
会
式
終

了
後
早
速
操
法
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

が
、
操
作
員
達
は
競
技
へ
の
緊
張
感

と
照
り
つ
け
る
太
陽
に
早
く
も
汗

び
っ
し
ょ
り
。

　
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

に
日
夜
努
力
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
で

す
が
、
真
剣
な
眼
差
し
で
操
法
に
取

町
消
防
操
法
大
会

り
組
む
姿
を
見
て
、
あ
ら
た
め
て
そ

の
存
在
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
た

大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

ど
の
部
も
す
ば
ら
し
い
操
法
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
が
、
厳
正
な
審
査
の

結
果
、
僅
差
で
第
2
部
（
福
瀬
）
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

第
2
部
部
長

　
指
揮
者

　
1
番
員

　
2
番
員

　
3
番
員

直
野
雄
二

岩
田
嘉
和

山
田
　
亙

糸
平
太
繰

小
林
勝
春

大会結果
優　勝　第2部
　　　　（福　瀬）

準優勝　第8部
　　　　（鶴野内）

3　位　第11部

　　　　（仲　深）

簸

　
文
化
協
会
囲
碁
ク
ラ
ブ
碁
会
成
績

平
成
9
年
6
月
2
2
日

（
於
：
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
）

　
優
　
勝
　
佐
藤
義
貞
（
三
段
）

　
準
優
勝
　
橋
口
琢
美
（
三
段
）

　
3
位
岩
本
米
利
（
初
段
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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ど朔匝 輪まちのアルバム講
7遡レーボール大会

　町中央公民館で、地域婦人連絡協議会のバレーボール大

会が行われました。毎年梅雨のこの時期に行われますが、

今年も蒸し暑い中での大会となりました。大会の結果は次

のとおりですが、優勝した坪谷婦人会は固いチームワーク

でこの大会三連覇、先に行われた公民館バレーボール大会

でも優勝し、向かうところ敵なしといった感じでした。

優　勝　坪谷婦人会

準優勝　迫野内婦人会

3位寺迫婦人会・小野田婦人会

・II■1・IIIl・IIII・oooo・闘1■・911■・ll臆・lIII・olgl・oloo・川1・四四・loll・oloo・Ilm・噛1，9・III匪・IIII・梱I19…　隔・IIII・■III・■8憎川III・鯛55・IIII・1川・1川・亀晒5・IIII・IIII・IIII・脇II・開m曾ml・Illo・闘1”・IlII・幽Il，・．．91瞥・lM，・lllI・開1佃・開oo・附，o’1時”’，51■’剛■■，朔ool’lo腸’1悶圏’開II■・1朋，　o　l，随’o．闘・引引’旧．叫■囲’

　　　東郷町老人クラブ大会

7月9日㈱

　第3回の東郷町老人クラブ大会が総合文化センター

で行われました。中田豊会長あいさつのあと、各クラ

ブで功績のあった22名の方が表彰を受け畝原亀吉さ

んが代表して表彰状を受け取りました。その後日頃の

活動状況について福瀬、坪谷の代表による事例発表や

県老年開発講師団の中村敏男先生による講演などが行

われ、大会を終了しました。

河川プール開き

7月11日囲

　牧水公園では、河川プールのプール開きが行われ、

午前10時から安全祈願の神事がとり行われました。本

来ならば保育園の園児達による鯉の稚魚の放流や水遊

びなどが計画されていましたが、折からの集中豪雨で

水かさが増したため中止となり、関係者が300匹の錦鯉

の稚魚を放流しました。

　夏休みにはたくさんの家族連れに来ていただき、牧

水の愛した坪谷の自然を存分に満喫してほしいものです。

　　おばあちゃん長生きしてね

7月13日旧）

　本町のスポーツ少年団冠月館の豆剣士達が、養護老

人ホーム鈴峰園を慰問しました。この日は前日までの

雨がうそのように晴れ上がり、暑い日射しの中庭で毎

日の練習を披露。その後ホームの集会室で歌を歌った

り肩もみをしたりして交流を深めました。今後も年に

何回かこういう機会を設け、心身の鍛練とともにボラ

ンティア精神などを養う活動もしていきたいというこ

とでした　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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あれはいったい何！

の縞1轟i

昨濡1

　あの日は仕事で疲れていました。午前中は幼稚園の子供達と遊び、午後は南郷村で国際交流事業があ

り、中国のことについてスピーチをしました。結局終わったのは8時をまわっていました。家に帰ろう

と思ったのですが、アリソンさんを訪ねる約束をしていましたので南郷村から西郷村へ通じる道の方

へと曲がりました。私はドライブが好きで何度もこの道を通ったことがありましたが夜通るのは初め

てでした。あの日の夜は真っ暗で他に通る車もなく、少し寂しく感じられました。

　もうすぐ着くという時になって車が突然止まりました。一生懸命エンジンをかけようとしましたが

車は動きません。車から離れたくなかったのですが、30分待っても誰も来なかったので民家を探すこと

にしました。車にカギを掛け、真っ暗な道をゆっくり歩き始めました。

　30分ほど歩いたでしょうか。突然私の前を何かが横切りました。私はびっくりして飛び退きました

が、その一足を滑らせてしまいました。どのくらい時間が経ったでしょうか、気がつくと田んぼの中で

倒れていました。そして不思議なことに辺りを見回すと、一面に何かわからない灯りがたくさんきらめ

いているのです。宇宙船の灯りかしら、それとも夢を見ているのしら。

　“Hello”と英語で問いかけました。“Please　dOn’t　hurt　me／”次に日本語で話しかけてみま

した。「誰ですか？やめてください／」しかし返事はなく、灯りだけがきらめいています。私はパニッ

ク状態になり、田んぼから急いで逃げました。家を見つけるまで後ろも見すに一生懸命走りました。よ

うやく老人夫婦の家を見つけ、電話を貸してもらいアリソンさんに連絡をとりました。彼女を待ってい

る間におじいさんとおばあさんに私の体験したことを説明しようと

思ったのですが、ショックから英語しか出てきませんでした。

が認謬蕩総朧脇戸高錨醗護　　 縛
みましたが、何もかわったところはありません。あの灯りはいった

い何だったのでしょうか。誰か私に説明してくれませんか。

＞KX＞Kxxx×xx×xx：×xx：×xxxx：×x×）Kxxx×x×〉＜×x）K×xxxxx＞〈xx××xxxxx：xxx：〉〈××〉くxx、×

北
西
に
遙
か
に
見
ゆ
る
阿
蘇
白
刀

国
見
ヶ
丘
の
西
展
け
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

山
の
三
木
の
精
ら
集
ふ
心
地
し
て

国
見
ヶ
丘
に
古
き
世
を
恋
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

軟
ら
か
き
土
上
げ
て
ひ
と
日
畦
塗
り
ぬ

残
る
疲
れ
も
老
い
に
は
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

神
々
を
か
た
ど
る
高
き
像
あ
り
て

国
見
ヶ
丘
に
並
び
写
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

新
緑
の
森
に
囲
ま
れ
し
峡
の
茶
屋

山
菜
も
魚
も
こ
の
谷
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

続
き
た
る
日
和
に
干
割
れ
み
し
植
田

今
日
の
大
雨
に
さ
ざ
波
の
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
衣
木
子

草
刈
り
し
野
末
の
道
は
若
草
の

絨
毯
敷
き
し
如
く
か
が
よ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

徴
兵
の
な
き
世
に
生
ま
れ
し
若
き
ら
は

平
均
身
長
の
年
々
に
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

年
古
り
し
吾
が
祖
ら
の
墓
を
気
づ
か
へ
る

夫
の
好
意
に
改
修
終
へ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
ト
メ
子

過
疎
す
す
む
と
聞
き
し
高
千
穂
の
ど
の
道
も

観
光
バ
ス
の
連
な
り
て
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

梅
雨
の
雨
に
潤
ふ
庭
の
あ
ぢ
さ
る
は

紅
の
色
濃
く
盛
り
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

音
た
て
て
湧
井
論
る
る
宿
の
庭

鶏
を
飼
ひ
鱒
を
養
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

乳
ふ
く
む
幼
は
す
で
に
自
我
あ
り
て

残
る
乳
房
を
手
で
握
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

X
X
裏
X
X
民
其
裏
X
K
裏
ズ
、
X
裏
X
X
民
ズ
、
X
民
耳
裏
裏
民
民
貰
裏
X
X
X
瓦
X
裏
毛
X
X
、
X
X
裏
頁
耳
ス
X
其
K
X
瓦
X
裏
メ
X
裏
X
X
眞
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へ
∵
嚇

漕一

撫
灘
墾

縞
も

　　墨

・燦無二二拶

　福瀬の

三浦　恵さん（6歳）

　父＝三浦正利さん

　母：　　康代さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ぶどう

○保育園での好きな遊び

　は何ですか7

　色鬼

○大きくなったら何にな

　りたいですか？

　お花屋さん

▲題「虫取り」

　小野田の

那須一義くん（6歳）

　母：塩月澄子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　うどん

○保育園での好きな遊びは

　何ですか？

　プール遊び

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　サッカー選手

齢
、
～プ

4

ノ

嬢
｛
ワ
＠

　
　
　
び

鱒
，

▲題「駐在所に七夕を持っていったとき」
■＿’

駐
在
所
だ
よ
り

幡一◎ひゆ09一

寺
膏
氏
寺
条
菅
壱
壱
条
寺
雪
曇
壱
条
菅
菅
壱
条
条
母
三
王
菅
尋
寺
壱
菅
÷
業
主
菅
条
条
条
条
条
条
三
蓋
条
条
条
条
三
三
条
尋
寺
義
義
　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
の
月
　
。

…””””
99

””一国”
099999

齢

行
方
不
明
者
を
捜
す

相
談
所
の
開
設

～
あ
の
人
は
今
ど
こ
に
～

　
警
察
で
は
、
八
月
中
を
「
行
方
不
明

者
等
捜
索
強
化
月
間
」
と
定
め
、
「
行

方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。

　
こ
の
月
間
は
、
家
出
を
し
て
行
方

の
わ
か
ら
な
い
人
の
所
在
を
捜
し
、

ま
た
身
元
不
明
死
者
の
身
元
の
確
認

を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
日
向
地
区
で
の
相
談
所
開
設
日

程
は

平
成
九
年
八
月
二
十
二
日
（
金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

日
向
市
大
字
富
高
2
0
7
－
3

日
向
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
に
来
ら

れ
る
と
き
は
行
方
不
明
者
の
顔
写
真

や
身
体
特
徴
（
例
え
ば
ほ
く
ろ
、
あ

ざ
、
手
術
の
あ
と
）
な
ど
本
人
を
確
認

す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
資
料

を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
参
考
に
な
り

ま
す
。
利
害
の
か
ら
む
相
談
内
容
、
不

明
者
と
の
続
柄
が
不
適
当
で
あ
る
場

合
は
受
理
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
県
内
で
は
、
宮
崎
市
、
日

南
市
、
都
城
市
、
小
林
市
、
延
岡
市
で

も
八
月
中
に
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま

す
。

【
警
察
官
募
集
】

・
受
付
期
間

　
平
成
九
年
八
月
十
二
日
（
火
）
か
ら

　
平
成
九
年
九
月
三
日
（
水
）
ま
で

・
受
験
資
格

・
年
　
　
齢

　
警
察
官
（
B
）
昭
和
四
十
五
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日

生
ま
れ
の
男
子

　
警
察
官
（
婦
人
）
昭
和
四
十
七
年

四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
五
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
女
子

・
学
　
　
歴

　
大
学
卒
業
者
及
び
平
成
十
年
三
月

ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
以
外
の

者
。
但
し
、
警
察
官
（
婦
人
）
に
つ
い

て
は
学
歴
不
問
。

・
試
験
日
（
一
次
）

　
警
察
官
（
B
）
平
成
九
年
十
月
十
二

日
（
日
）

　
警
察
官
（
婦
人
）
平
成
九
年
九
月
二

十
八
日

・
備
　
　
考

　
警
察
官
（
B
）
の
採
用
に
つ
い
て

は
、
宮
崎
県
の
他
、
警
視
庁
、
埼
玉

県
、
神
奈
川
県
、
滋
賀
県
、
大
阪
府
の

中
か
ら
志
望
都
府
県
を
選
択
で
き
ま

す
。　

申
込
書
な
ど
は
駐
在
所
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は

東
郷
駐
在
所
・
電
話
六
九
1
二
〇
二

六
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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東
郷
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
　
　
日
高
孝
紀

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
夏
ば
て
は

し
て
い
ま
せ
ん
か
。
が
ん
ば
っ
て
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
今
月
は
心
筋
梗
塞
に
つ
い
て

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
絶
え
ず
収
縮
と
弛
緩
を
く
り
返
し

全
身
に
血
液
を
送
り
出
し
て
い
る
心

臓
は
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し

な
が
ら
、
そ
の
機
能
と
構
造
を
正
常

に
保
持
し
て
い
ま
す
。
心
臓
は
3
本

の
大
き
な
血
管
（
冠
動
脈
）
か
ら
血
液

を
受
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
冠

動
脈
に
血
行
障
害
が
起
き
て
豊
富
な

血
液
の
流
れ
が
阻
害
さ
れ
る
と
心
筋

は
充
分
な
酸
素
の
供
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ず
、
効
率
の
良
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
生
産
が
損
な
わ
れ
、
も
は
や
そ

の
構
造
と
機
能
が
正
常
に
保
て
な
く

な
り
ま
す
。
心
筋
梗
塞
は
こ
の
冠
動

脈
が
つ
ま
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
、
狭

心
症
は
そ
れ
が
つ
ま
り
か
け
の
状
態

で
す
。

　
原
因
と
し
て
は
脳
梗
塞
と
同
じ

く
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
血
管
へ
の

沈
着
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
に
よ
る

い
わ
ゆ
る
動
脈
硬
化
が
元
で
冠
動
脈

の
血
流
障
害
が
起
き
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
こ
の
よ
う
な
病
気
を

持
つ
人
は
、
今
ど
う
も
な
い
か
ら
と

治
療
せ
ず
に
い
る
と
い
ず
れ
こ
の
よ

う
な
病
気
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。

　
症
状
と
し
て
は
、
狭
心
症
は
血
流

障
害
が
一
過
性
で
、
多
く
は
胸
の
締

め
付
け
ら
れ
る
感
じ
、
圧
迫
感
な
ど

ほ
と
ん
ど
は
3
0
分
以
内
に
よ
く
な
り

ま
す
。
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
を
な
め

る
と
よ
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

心
筋
梗
塞
は
、
狭
心
症
よ
り
か
な
り

強
い
胸
の
締
め
付
け
感
、
痛
み
が
3
0

分
以
上
続
き
、
冷
や
汗
、
嘔
吐
な
ど
も

多
く
の
場
合
伴
い
ま
す
。
（
糖
尿
病
の

人
や
老
人
で
は
あ
ま
り
痛
み
を
訴
え

な
い
人
も
い
ま
す
。
）
こ
う
な
る
と
ニ

ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
を
な
め
て
も
効
果

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
冠
動
脈
の
つ
ま
っ
た
心
筋
は
し
ば

し
ば
生
命
を
脅
か
す
危
険
な
不
整
脈

を
生
じ
、
心
臓
の
機
能
も
低
下
し
急

性
心
不
全
を
し
ば
し
ば
発
症
、
急
性

期
に
3
0
％
近
く
死
亡
し
ま
す
。
発
作

が
治
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
安
心
も

で
き
ま
せ
ん
。
死
ん
だ
心
筋
の
収
縮

力
が
回
復
せ
ず
、
再
び
危
険
な
不
整

脈
、
シ
ョ
ッ
ク
、
心
筋
壁
の
障
害
を
合

併
し
油
断
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
狭
心
症

の
時
点
で
き
ち
ん
と
治
癒
し
た
り
、

動
脈
硬
化
の
進
む
病
気
は
き
ち
ん
と

治
療
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
で
は
今
月
は
こ
の
辺
で
、
さ
よ
う

な
ら
。

東郷町職員採用試験のお知らせ
1．採用試験の種類、職種、採用予定人員及び職務の内容

種類 職　種 採用予
關l員

職務　の　内　容

初級
一般事務

@（A）
若干名

町長部局等に勤務し一般

末ｱに従事します。

2．受験資格

（1）学歴　学歴は問いません。

（2）年齢　昭和47年4月2日から昭和55年4月1

　　　　　日までに生まれた者。

3　試験の日時、場所及び合格発表

試験 試験の日時 試験場 合格発表

平成9年9月21 門川農業高 10月中旬東

一次
日（日） 等学校 郷町役場前

f示板に掲
午前8時受付 示するほか、

試験 合格者に通
知します。

10月下旬に一次 東郷町役場 11月中旬東

二次
試験合格者に対 郷町役場前

f示板に掲
して行います。 示するほか、

試験 合格者に通
知します。

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
「
ふ
る
郷
の
梨
の
古
樹
を
撫
で
て

見
つ
を
さ
な
き
わ
れ
と
逢
ふ
こ
こ
ち

し
て
」
。
こ
の
歌
は
明
治
三
十
八
年

目一

縺
Z
五
・
二
十
歳
）
六
月
末
早

稲
田
大
学
文
学
科
高
等
予
科
の
課
程

を
修
了
し
て
帰
省
し
て
い
る
と
き
の

作
で
す
。
牧
水
が
早
稲
田
大
学
入
学

後
初
め
て
の
帰
省
の
時
で
す
。

　
こ
の
歌
は
歌
集
に
は
収
め
て
い
ま

せ
ん
が
、
こ
の
年
の
「
中
央
公
論
」
十

月
号
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
久
し
ぶ
り
に
あ
っ
た
父
や
母
、
そ

し
て
ふ
る
郷
の
山
や
川
、
す
べ
て
が

牧
水
に
は
な
つ
か
し
く
思
わ
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

4．試験の方法

　一次試験　教養試験（多枝選択式による筆記試

験）、作文

　二次試験　面接試験、身体検査

5．受験手続

　・申込書の交付場所　東郷町役場総務課

　・申込用紙の提出先　東郷町役場総務課

6．受付期間

　平成9年8月1日から平成9年8月21日まで

※詳しくは役場総務課（0982－69－2111代）、

（0982－69－3900直）まで。

　
こ
の
歌
は
、
庭
先
の
梨
の
古
樹
を

撫
で
な
が
ら
幼
少
の
時
代
を
な
つ
か

し
く
回
想
し
て
い
る
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
坪
谷
小
学
校
の
牧
水

が
丘
の
歌
碑
（
昭
和
六
十
年
十
月
建

立
）
の
歌
「
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
よ
と
母

に
起
こ
さ
れ
て
す
が
る
小
窓
の
草
月

夜
か
な
」
も
こ
の
帰
省
客
の
作
で
す
。

な
お
、
こ
の
頃
広
島
市
に
住
む
大
見

達
也
（
延
岡
中
学
校
か
ら
の
親
友
）
宛

に
絵
葉
書
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
牧
水
は
「
広
島
と
や
ら
い
ふ

所
、
ち
っ
と
は
町
の
形
を
な
し
居
る

や
。
小
生
た
ゴ
専
心
父
母
に
直
ゆ
る

の
み
、
云
々
」
と
書
い
た
あ
と
、
「
父

わ
た
な
べ
く
に
ひ
ご

と
い
ね
母
と
起
き
つ
る
ふ
る
さ
と
の

山
家
に
お
ほ
き
ほ
と
と
ぎ
す
か
な
」

の
歌
を
一
首
書
き
添
え
、
差
し
出
し

は
七
月
三
十
一
日
、
「
日
向
み
ど
り
の

国
よ
り
、
若
山
繁
」
と
記
し
て
い
ま

す
。　

ふ
る
さ
と
で
の
夏
休
暇
を
終
え
た

牧
水
は
九
月
上
旬
上
京
し
ま
し
た
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑳2111㈹まで〉



　　　　　　　蠣8ご’り⑩

ご
存
知
で
す
か

　
　
児
童
扶
養
手
当

　
　
　
対
し
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を

　
　
　
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

ン
　　　　　　お知らせ
く《i＜インフォ野冊ショ

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚

な
ど
に
よ
り
父
親
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
な
い
児
童
の
母
、
ま
た
は
父

が
身
体
な
ど
に
重
度
の
障
害
の
あ
る

児
童
の
母
、
あ
る
い
は
母
に
か
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に

く
ず
八
月
＋
百
か
・
九
月
＋
日
ま
で

　
　
　
の
間
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
な
お
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
ず
に

　
　
　
二
年
を
経
過
し
ま
す
と
時
効
と
な
り

　
　
　
受
給
権
を
失
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

　
受
給
す
る
に
は
、
住
所
地
の
市
町

村
役
場
で
請
求
の
手
続
が
必
要
で

す
。　

請
求
者
及
び
児
童
が
公
的
年
金
を

受
け
て
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
受
給
資
格
に
該
当
し
て
か
ら
、
請

求
を
し
な
い
ま
ま
五
年
が
過
ぎ
る
と

請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
つ
い
て

　
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所

得
の
状
況
と
八
月
一
日
現
在
の
児
童

の
養
育
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の

届
で
す
。

　
こ
の
届
を
提
出
し
な
い
と
、
引
き

続
い
て
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
八
月

以
降
の
手
当
て
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
生
活
課
ま

で
。

特
別
児
童

　
　
扶
養
手
当
制
度

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
重
度
の

障
害
を
持
つ
二
十
歳
未
満
の
児
童
を

監
護
、
養
育
し
て
い
る
父
も
し
く
は

母
、
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。一、

闢
魔
�
�
ｯ
よ
う
と
す
る
父
母

等
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

場
合

二
、
対
象
児
童
が
各
種
福
祉
施
設
に

入
所
し
て
い
る
場
合

三
、
対
象
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す

る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

　
手
当
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

ば
、
役
場
福
祉
生
活
課
福
祉
係
ま
で
。

放
送
大
学
学
生
募
集

　
放
送
大
学
宮
崎
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
で
は
、
平
成
9
年
度
第
2
学
期

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
地
域
の
生
涯
学
習

の
要
望
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
に
国

が
出
資
し
て
設
立
し
た
正
規
の
大
学

で
、
学
生
数
は
全
国
で
約
6
万
6
千

名
で
す
。
十
八
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
入
学
試
験
な
し
で
入
学
で

き
ま
す
。

▽
締
切
　
平
成
9
年
8
月
1
5
日
必
着

▽
無
料
体
験
学
習
も
実
施
し
て
い
ま

す平
成
1
0
年
1
月
に
全
国
（
衛
星
）
放
送

開
始
予
定
！

▽
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
宮
崎
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

圃
0
9
8
2
－
5
2
－
1
8
9
3

道
の
日
フ
エ
ス
タ
と

　
　
　
物
産
展

　
8
月
1
0
日
は
「
道
の
日
」
で
す
。
こ

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
日
向
土
木

事
務
所
を
中
心
に
管
内
市
町
村
に
よ

る
「
道
の
日
フ
ェ
ス
タ
と
物
産
展
」

が
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
2
日
（
土
）
1
7
時
～

▽
場
所
　
富
島
高
校

※
東
郷
町
か
ら
は
、
農
産
加
工
品
の

販
売
の
ほ
か
に
冠
太
鼓
が
出
演
し
ま

す
。

み
る
さ
と
就
職
説
明
会

　
ふ
る
さ
と
み
や
ざ
き
で
働
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
U
タ
ー
ン
希
望
の
方

や
、
来
春
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
な

ど
を
卒
業
さ
れ
る
方
及
び
そ
の
親
族

を
対
象
に
就
職
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

・
延
岡
会
場

▽
日
時
　
8
月
1
3
日
（
水
）

13

F
3
0
～
1
6
：
3
0
　
受
付
1
2
：
3
0
～

▽
場
所
　
ニ
ュ
ー
天
個
室
の
べ
お
か

・
日
向
会
場

▽
日
時
　
8
月
8
日
（
金
）

13

F
3
0
～
1
6
：
3
0
　
受
付
1
2
：
3
0
～

▽
場
所
　
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト
日
向

▽
問
い
合
わ
せ
先

・
延
岡
会
場

　
　
延
岡
市
商
工
部
地
域
振
興
課

　
　
　
囲
0
9
8
2
－
2
2
－
7
0
3
5

・
日
向
会
場

　
　
日
向
市
企
業
誘
致
推
進
室

　
　
　
囲
0
9
8
2
－
5
2
－
2
1
1
1

　
　
日
向
商
工
会
議
所

　
　
　
国
0
9
8
2
－
5
2
－
5
1
3
1

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
8
月
1
9
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
　
二
期

国
民
健
康
保
険
税
四
期

　
　
　
　
　
　
　
　
善
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
7
月
7
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
迫
野
内
の
鶴
田
ア
サ
エ
さ
ん
か
ら

（
正
雄
さ
ん
・
7
9
歳
逝
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
捨
義
さ
ん
か
ら

（
ウ
メ
子
さ
ん
・
6
4
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
甲
斐
フ
ク
ミ
さ
ん
か
ら

（
恵
さ
ん
・
7
3
歳
逝
去
）

◎
田
野
の
井
本
岩
根
さ
ん
か
ら

（
太
郎
さ
ん
・
8
8
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
迫
野
内
の
池
田
慶
子
さ
ん
か
ら
快

気
祝
い
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
（
六
月
届
出
分
）

結
婚
お
幸
せ
に

那 塩 井 田 那 甲 鶴 黒
氏

死

須 月 本 ロ
ケ

須 斐 田 木
ウ

亡 （吉宮 （松高 （花矢 （黒阿 （西中 氏

ヨ 工 太
サ

君 正 メ
名

ご
田内 木山 井 木万 脇森

ネ イ 郎 ノ 子 恵 雄 子
冥
福 里一 明幸 聖

野
美文 貴拓

91 90 88 85 48 73 79 64 年
を
祈 美茂 美人 美認 和男 代也

名

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢
り
ま

小 鶴 田 小 坪 鶴 迫 寺 住
す

寺 高 日 羽 門 坪 福 坪 国 鶴 住
野 野 野 野 野 鍋 向 川 富 野

田 内 野 田 谷 内 内 迫 所 迫 町 市 坂 町 谷 瀬 谷 町 内 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14｝まで〉


	第３次東郷町総合長期計画内容の公表
	平成九年度国民健康保険税率決まる
	平成9年度－町消防操法大会
	婦人バレーボール大会
	東郷町老人クラブ大会
	河川プール開き
	おばあちゃん長生きしてね
	ちびっこギャラリー　山陰保育園
	東郷町職員採用試験のお知らせ
	ご存知ですか－児童扶養手当
	特別児童扶養手当制度

